
















　厚生労働省富山労働局の 2020 年 1 月 31 日の発表によると，2019 年 10 月末現在，富山県の外国人
労働者数は 11,844 人，外国人労働者数を雇用する事業所数は 1,925 か所で，いずれも 2007 年に届出が
義務化されて以来，過去最高を更新している。国別では，ベトナム 3,968 人（33.5%）と中国 2,962 人
（25.0%）が多く，さらに，対前年伸び率においてもベトナムは 27.1% 増と最も高く，続いてインドネ




　厚生労働省 2020 年 1 月 31 日発表の全国平均と比べると，全国においても国別の状況は中国（25.2%）












日本文化講座を 2020 年 2 月に試行的に開催することにした。本稿では，本公開講座の概要および講座
【キーワード】　外国人労働者　技能実習生　公開講座　日本語学習　日本文化体験







　公開講座に先立ち行った富山県内企業 142 社の調査結果（田中・濱田・副島 2021）を基に，日本語
















人学生 6 人および外国人留学生（以下，留学生）7 人（ベトナム 3 人，中国 3 人，インドネシア 2 人）
の協力を得た。





































　質問内容は，質問 1: いつ日本に来たか，質問 2: 日本に来る前に何か月日本語を学習したか，質問 3: 
パソコン，スマートフォンを持っているか，質問 4: 日本に来てからどのような方法で日本語を学習し
ているか（①教科書，②パソコン，③スマートフォン，④テレビ，⑤その他，⑥勉強していない，以






　27 人の渡日時期は 2017 年 11 月初め～ 2019 年 10 月初めで，年別の内訳は 2017 年 1 人（3.7%），
2018 年 6 人（22.2%），2019 年 20 人（74.1%）で，渡日して 1年未満の実習生が 7割以上を占めた。
3.2.2　来日前の日本語学習期間
　来日前の日本語学習期間は，最短は 3 か月，最長は 18 か月だった。3 か月 7 人（25.9%），4 ～ 6 か





ン 27 人（100%）で，パソコンの保有率は 5割を切ったが，スマートフォンは全員が所有していた。
3.2.4　来日後の日本語学習方法
　質問 4「日本に来てからどのような方法で日本語を学習しているか（選択・複数回答）」で最も多かっ
た回答はスマートフォン 20 人（74.1%），次が教科書 18 人（66.7%）だった。続いて，勉強していない









　スマートフォン，パソコンを選択した 20 人のうち 10 人がアプリ・サイト名を記載していた。「Mazzi」




の漢字検索も可能な英和・和英辞書サイトの「jisho」，「Nihongo Benkyou」は NHK WORLD-JAPAN
が 18 か国語で提供している日本語学習コンテンツ「やさしい日本語」のインドネシア語版「Belajar 
Bahasa Jepang」のことだと思われる 2）。
　教科書を選択した 18 人のうち 10 人が書名を記載していた。『みんなの日本語初級』（スリーエーネッ
トワーク）5人，『新完全マスター』（スリーエーネットワーク）3人，『日本語総まとめ』（アスク出版），
『耳から覚える日本語能力試験』（アルク）各 2人，『新日本語の基礎』（スリーエーネットワーク），「日














学習環境にかかわるコメント ・  働く時間が長いから，勉強する時間が少なくなる。ほとんど
　自分で勉強するので難しい。（ベ）















漢字学習にかかわるコメント ・  漢字の勉強。（ベ）
・  漢字が書けなくて覚えられない。（ベ）
・  漢字と語彙と文法が覚えられない。（ベ）
・  kanji* （イ）




　出身国別による違いも見られた。表 2 の学習環境にかかわる 7 つのコメントはベトナム人実習生 3
人と中国人実習生 4 人によるもので，中国人実習生は参加者 7 人中 3 人が先生がいなくて１人で学習
する難しさに言及していた。会話・聴解にかかわる 9 つのコメントはベトナム人実習生 8 人とインド
ネシア人実習生 1 人によるもので，日本語で話す難しさに関するコメントはすべてベトナム人実習生







人（40.7%），7項目選択 3人（11.1%），6項目 1人（3.7%），5項目 3人（11.1%），4項目 5人（18.5%），
3項目 3人（11.1%），2項目 1人（3.7%）だった。
　交流に関する項目（①②③），教材紹介に関する項目（④⑤），そして，日本文化体験に関する項目（⑥
⑦⑧）の 3 つに分けて見てみると，回答者 27 人全員（100%）が日本文化体験に関する項目の中から 1
項目以上を選択していた。交流に関する項目については 26 人（96.3%），教材紹介に関する項目につい
ては 21 人（77.8%）が 1項目以上を選択していた。
　次に，8項目それぞれについて見ていくと，最も評価が高かったのは日本人学生との交流 24人（88.9%）
だった。2 位は留学生との交流 23 人（85.2%），3 位は書道 22 人（81.5%）で，上位 3 つは回答者の 8
割以上が選択していた。続いて，茶道 21 人（77.8%），日本語学習サイト・アプリの紹介 20 人（74.1%），











































































































⑻　富山県 平成31年3月策定「新・富山県ものづくり産業未来戦略 第2章 最近のものづくり産業を取り巻く環
境と本県ものづくり産業の強み」http://www.pref.toyama.jp/cms_pfile/00020241/01230140.pdf（2020年
10月28日最終閲覧）
⑼　富山県ホームページ＞多文化共生の地域づくり http://www.pref.toyama.jp/cms_sec/1018/kj00013994-
002-01.html（2020年10月28日最終閲覧）
⑽　中川かず子・神谷順子（2018）「北海道におけるベトナム人技能実習生の日本語学習意識と学習環境―多
文化共生の視点からの考察―」『開発論集』第102号，pp.79-98
